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2019/10/20～2019/10/27 

Next Week 

【図書館の企画展示について】 

展示期間：2019/10 /9～2019/11/27(予定) 

展示場所：永国寺図書館1階展示コーナー 

内 容：永国寺図書館では、館内で「図書館サークルLibe 短編・エッセイ特集」 

    の企画展示を行っています。 

    図書館サークルの学生たちが、おすすめする短編やエッセイを選びました。 

    詳しい内容や、開館日の確認等は下記URLからご覧ください。 

    http://iicuk.cc.u-kochi.ac.jp/library/ 

    どなたでもご覧いただけます。 

    みなさまのご来館を心よりお待ちしております。 

問い合わせ先：永国寺図書館(図書情報部)  TEL 088-821-7129 

       

 

【2019年度 第2回 質の高いがん看護実践を検討する会】 

日 時：10月22日(火・祝) 13：00～15：00 ※参加無料・当日参加可能 

場 所：高知県立大学 池キャンパス 共用棟 D220 

テーマ：「精神症状をもつがん患者・家族への看護に困難を感じた事例」 

内 容：“質の高いがん看護実践を検討する会”では、様々な場でがん看護に携わっ 

    ている看護職の皆様が集って語り合う場を大切にして、がん看護に関する情 

    報交換や学習会を行っています。 一緒にがん看護の仲間づくりや、がん看 

    護実践の質向上に取り組んで みませんか。  

申し込み・問い合わせ先：高知県立大学 看護学部 藤田 佐和  

            FAX 088-847-8704  

            E-mail fujita@cc.u-kochi.ac.jp 

 

 

【健康長寿体験型セミナー in 馬路村 

「認知症になっても住み慣れた地域でいきいきと暮らせる村づくり」】 

日 時：10月23日（水）13:30～15:15（予定） 

場 所：馬路村交流センター 

テーマ：「認知症になっても住み慣れた地域でいきいきと暮らせる村づくり」 

講 師：看護学部 渡邊 美保 講師         

対 象：馬路村の地域住民 

備 考：高知家健康パスポート事業ポイント付与対象事業 

問い合わせ先：高知県立大学 健康長寿センター  

       TEL 088-847-8700 

   

 

【高知県立大学文化学部主催 国際日本学レクチャーシリーズ 第５６号  

講演「眼差しの暴力：アラブ女性と難民の事例から」】  

日 時：10月25日（金）18:30～20:00 

場 所：高知県立大学 永国寺キャンパス 教育研究棟 A101 

    ※参加自由、申込不要、駐車場無 

講 師：辻上 奈美江 氏（上智大学 総合グローバル学部 准教授） 

内 容：「グローバル化により異なる文化や民族の接触が増えたからこそ、摩擦や紛 

    争が起きていることも事実。その背景には、他者に対する誤解や理解不足が 

    ある。中東地域のジェンダーに関するテーマも、誤解が多い。現地の人の多 

    様な声に耳を傾け理解を深めたい」 

問い合わせ先：高知県立大学 文化学部   

       E-mail japanstudies@el.u-kochi.ac.jp   

       TEL 088-821-7178 

 

 

【高知県立大学 大学祭 紅葉祭2019】 

日 時：10月26日(土)・27日(日) 10:00～17:30 

会 場：高知県立大学 池キャンパス 

テーマ：「和」 

問い合わせ先：高知県立大学 学生・就職支援課   

       TEL 088-847-8577 

 

 

 

 

 

 

 

【シンポジウム「新元号「令和」の典拠を考える―万葉集の散文学―」】 

日 時：10月26日（土）13:00～16:00（12:30開場） 

会 場：高知県立大学 永国寺キャンパス 教育研究棟 A101 

    ※予約不要、当日先着順、入場無料、駐車場無 

講 師： 

・上野 誠 氏（奈良大学教授）  

 「大宰府文学圏の思想 ―万葉集と令和―」 

・ローレン・ウォーラー 氏（イェール大学大学院生・元高知県立大学准教授）    

 「古典を作る、古典を引用する―『萬葉集』と「初春令月 気淑風和」を考える」 

・高西 成介 教授（高知県立大学文化学部）  

 「元号と『文選』―日本に於ける『文選』受容と関連して」 

・ヨース・ジョエル 教授（高知県立大学文化学部）  

 「政治権力と時間―日本と世界の歴史思想を比較して」 

・東原 伸明 教授（高知県立大学文化学部）  

 「元号の常套と「令和」の特異性 ―韻文ではない散文の意味生成―」 

総合司会：田中 裕也 講師（高知県立大学文化学部）  

内 容：万葉集の第一人者奈良大学の上野誠氏とイェール大学大学院からローレン・ 

    ウォーラー氏をお招きして、公開シンポジウムを行います。新元号「令和」 

    の典拠に関しては、既に出揃った感があります。したがって、本シンポジウ 

    ムにおいては、新たな典拠を探るのではなく、典拠として挙げられている 

    各々の書物を中心に、「令和」との関りを考察します。万葉集の専門家の立 

    場から（上野、ウォーラー）、典拠とされる漢籍の専門家の立場から（高 

    西）、より広い視野として日本思想史の専門家の立場から（ヨース）、そし 

    て、新元号の発表以来、賛否を巡り一連の報道がなされたが、なぜこれほど 

    までに多彩な意見が提示されたのか、「令和」という元号自体が内包する 

    問題を炙り出す立場から（東原）と、新元号をめぐる諸問題を多角的に捉 

    え、立体的に論じ、深く考える場を提供したいと思います。 

問い合わせ：高知県立大学 文化学部事務室  

      TEL 088-821-7175  

      E-mail shiota_yuka@cc.u-kochi.ac.jp  

 

 

【令和元年度高知県キャリア教育推進事業 高校生と保護者のための公開講座】  

日 時：10月26日（土）11:00～14:50   

場 所：高知県立大学 池キャンパス 本部・健康栄養学部棟A306（駐車場有） 

対 象：高校生と保護者・高校教員 

内 容：関心のある講座を選択して受講してください。 

     A 11：00～12：00 「人生の過程を考えよう」  

        社会福祉学部 横井 輝夫 教授 

     B 13：00～13：50 「輝く人生とは ―福祉職が目指すもの―」  

        社会福祉学部 辻 真美 講師 

     C 14：00～14：50 「片麻痺は不自由だけど不幸ではない」  

        脳卒中リハビリテーション研究所 福島 とみお 氏 

        社会福祉学部 河内 康文 講師 

申し込み：事前申込必要（1週間前まで）。 

     申込方法は下記URLからご覧ください。 

    https://www.u-kochi.ac.jp/site/fukushi/2019koukouseikouza.html  

問い合わせ先：高知県立大学 健康長寿センター   

       TEL 088-847-8700  

 

 

【健康長寿センター事業 社会福祉学部主催 リカレント教育講座】  

日 時：10月26日(土) 13:00～15:00 

場 所：高知県立大学 池キャンパス 本部・健康栄養学部棟A305（駐車場有） 

テーマ：「ピアサポートとは ～宝物としてのがん体験から～」 

定 員：60名 ※締切済 

講 師：社会福祉学部 大松 重宏 准教授 

問い合わせ先：高知県立大学 社会福祉学部  

       TEL 088-847-8610 
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